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１．委員の指摘及び提言概要 

貝殻の化学組成から過去の環境を推定するという手法は興味深く、また、酸素同位体比から水温

履歴を復元するという手法に関して一定の成果が得られている。二枚貝の貝殻からアーカイブされ

た過去の水環境が調べられる研究で様々な環境に適用可能である。英虞湾と東京湾の結果を適切に

統合・整理し、貝の種類ごとに適切な指標を見出して実証できれば、沿岸環境モニタリングに有用

な手法となりうると考えられる。 

なお、貝の生存状態に対する貧酸素状態以外の交絡要因を除外することについて、十分な検討が

必要と考える。また、過去の水温や溶存酸素濃度を推定する際に、水中酸素同位体比一定やマンガ

ン濃度上昇などいくつかの仮定をおいているが、その仮定が妥当なのか確認する必要があるのでは

ないか。 

 

２．採点結果 
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